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　医療費抑制のために、送付していた「利用状況のお知らせ」は、次の理由から廃止することになりました。

　○�年間330万円もの経費が必要な反面、重複多受診など、医療費の無駄遣いにつながる行為への抑制効果
がなくなってきた。

　○現在、看護師による医療相談や訪問指導が医療費の抑制効果をあげている。

　○確定申告の医療費控除の証明としては使用できない。

　○�「通知を送ることは、無駄な経費である」「市民に医療費を我慢しろと強いているようで不快である」
「世帯単位で送られてくるのは個人情報の漏えいである」などのご意見が多数寄せられるようになった。

　○�レセプト電子請求が義務付けられた特定の保険医療機関と保険薬局の領収書は、項目ごとに記載した明
細書を無償で交付することになった。

　今後は、健診事業や訪問指導、医療費相談を充実させることで医療費の削減に努めます。皆さんのご理解

とご協力をお願いします。

●保険税は必ず納税してください

　国保は国民皆保険を支え、地域保険で加入している人たちがお金を出し合い、安心して医療を受けられる

ための大切な制度です。納税が滞ると保険証の使用に制限を受けることになります。納税には納め忘れがな

い口座振替をご利用ください。

●特定検診やがん検診の積極的な受診を

　快適で健康な生活を守るため、特定健康診査やがん検診などを積極的に受診して、病気の早期発見や早期

治療を心がけましょう。また、普段から生活習慣病などに配慮して、健康づくりに努めましょう。

　市では、健診やさまざまな健康づくり講座を実施するなど、市民一人ひとりの健康寿命の延伸を進めてい

ます。積極的に参加しましょう。

　皆さんの意識と努力が健康をもたらし、その結果、医療費の抑制になり、国保税の抑制にもつながります。

●問い合わせ　保健医療課国保係　☎53－2111（内線251～253、260）
　　　　　　　税務課保険税係　　☎53－2111（内線223、224）

3 医療費通知を廃止しました3 医療費通知を廃止しました

4 加入者の皆さんへのお願い4 加入者の皆さんへのお願い

国民健康保険からのお知らせ

お気軽にご相談ください
　保健医療課では、「所得が少なく医療費を支払うのが困難である」

「生活が苦しく保険税を支払うのが困難である」「体調が悪く、どこの

医者に診てもらえればよいか悩んでいる」「幾つも病気を抱えて、不

安である」「健康的な生活を取り戻したい」「心の奥底に悩みを抱えて

いる」などの保健や医療、健康に関わる悩みを抱えている人の相談を

受け付けています。相談内容によっては、専門の機関や担当に取り次

ぎますので、気軽にご相談ください。
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　国民健康保険は、市民の健康保持増進に大きな役割を果たしていますが、市民の高齢化や高度医療技術の

進歩などにより、医療費は年々増大しています。また、高齢者や無職者を多く抱えることから、医療費に見

合った国民健康保険税（保険税）収入の確保は厳しくなっています。

　すでに平成20年度から国民健康保険会計は収入不足の状況であり、危機的な状況となったため、２年間据
え置いていた保険税を平成22年度に見直しました。
　なお、平成22年度の国民健康保険税の納税通知書は、７月中旬に発送します。

●国民健康保険税の改正点
　※国民健康保険税は、医療分と後期高齢者支援金分、介護分を合算した額となります

①税率の改正（後期高齢者支援金分）

　後期高齢者支援金分の税率を改正します。なお、医療分、介護納付金分の税率は変更ありません。

区　　　分 改　正　前 改　正　後

所 得 割 額 ２％ 2.5％

被保険者均等割額 6,700円 9,900円

世 帯 別 平 等 割 額 4,700円 廃止

②賦課限度額の改正（医療分・後期高齢者支援金分）

　次のとおり、賦課限度額を改正します。賦課限度額とは、保険税を計算した結果が賦課限度額を超えた場

合、保険税が賦課限度額の金額となるものです。

区　　　分 改　正　前 改　正　後

医 療 分 47万円 50万円

後期高齢者支援金分 12万円 13万円

介 護 納 付 金 分 10万円 10万円（変更なし）

●所得が少ない人
　税負担の軽減のため、所得が一定以下の世帯は、被保険者均等割額と世帯別平等割額を世帯の所得に応じ

て７割、５割、２割を減額します。確定申告や市県民税の申告をした人は、特に手続きの必要はありません。

●保険税の減免
　失業などで世帯の所得が著しく減少したときや、災害により住宅などに著しい損害を受けた場合は、申請

により、保険税が減免されることがあります。詳しくは税務課までお問い合わせください。

●非自発的失業者の税額軽減
　平成21年３月31日以降に会社の倒産や解雇などで職を失い、失業給付を受給している人の保険税は、算定
の基礎となる給与所得を30パーセントに減額して計算することができます。
　該当する人は「雇用保険受給資格者証」の離職理由に「11」「12」「21」「22」「23」「31」「32」「33」「34」
のいずれかの数字が記載されています。保険税の減額を受けるためには届け出が必要となりますので、詳し

くは保健医療課までお問い合わせください。

※�非自発的失業者とは、「倒産・解雇などによる離職」や「雇い止めなどによる離職」など、勤め先の都合

で職を失った人をいいます

1 平成22年度から国民健康保険税の税率が変わります1 平成22年度から国民健康保険税の税率が変わります

2 所得が少ない人や非自発的失業者（※）には、税額の減額や減免制度があります2 所得が少ない人や非自発的失業者（※）には、税額の減額や減免制度があります

国民健康保険からのお知らせ
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重点的視点

◎地域における子育ての支援
◎母性並びに乳児および幼児等の健康の確保と増進
◎子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備
◎子育てを支援する生活環境の整備
◎職業生活と家庭生活との両立の推進
◎子ども等の安全の確保
◎要保護児童への対応などきめ細やかな取り組みの推進

子どもの視点
すべての子どもと家庭への支援の視点
次代の親づくりという視点
サービス利用者の視点

行うべき

施策や事業
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防
止
対
策
の
充
実

・�

母
子
家
庭
な
ど
の
自
立
支
援
の
推
進

・�

特
別
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
な
ど

へ
の
支
援
施
策
の
充
実

●
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
３
）

基
本
目
標 

⑦

基
本
目
標 

⑦

施
策
や
事
業

施
策
や
事
業
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★
産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助
制
度

①
産
業
元
気
づ
く
り
事
業
補
助
金

〜
新
品
種
・
新
製
品
の
開
発
な
ど
を
支
援
〜

　

地
域
の
特
色
あ
る
産
業
資
源
を
活
用
し
た

新
品
種
・
新
製
品
の
開
発
や
初
期
段
階
の
販
売

促
進
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
関
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

•�

新
品
種
・
新
製
品
開
発
、
在
来
種
・
既
製
品

の
改
良
に
関
す
る
事
業

•
初
期
段
階
の
販
売
促
進
に
関
す
る
事
業

•
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
関
す
る
事
業

•
産
学
官
・
異
業
種
連
携
に
よ
る
事
業

■
地
域
の
特
色
あ
る
産
業

　

地
域
の
特
色
あ
る
農
林
水
産
品
、伝
統
的
工

　

市
で
は
、こ
れ
か
ら
の
村
上
市
の
産
業
を
担
う
べ
く
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
品
種
や
新
製
品
な
ど
の
開
発
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
、取
引
先
の
開
拓
な
ど
の
販
路
拡
大
、観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助
制
度
を
紹
介
、募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
事
業
の
創
出
を
支
援

■
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
事
業
の
創
出
を
支
援

産
業
等
の
活
性
化
を
支
援

平
成
23
年
度　

事
業
計
画
を
募
集
！

芸
品
、鉱
工
業
品
、観
光
資
源
な
ど
、地
域
の
強

み
と
な
り
得
る
産
業
資
源
を
広
く
い
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
農
林
水
産
業
を

営
む
団
体
、
中
小
企
業
者
な
ど
（
納
税
が
良
好

で
あ
る
こ
と
）

■
補
助
限
度
額　

50
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
23
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
22
年
５
月
〜
10
月
末

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
選
考　

審
査
委
員
会（
５
ペ
ー
ジ「
★
選
考
」

参
照
）

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

　

農
林
水
産
課
水
産
漁
港
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
４
２
）

②
産
業
見
本
市
等
出
展
事
業
費
補
助
金

〜
展
示
会
・
見
本
市
な
ど
へ
の
参
加
支
援
〜

　

取
引
先
の
新
規
開
拓
や
広
域
的
な
受
発
注

機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
市
外
で
開
催
さ
れ
る

産
業
見
本
市
な
ど
へ
の
出
展
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
販
売
が
主
目
的
と
な
る
物
産
展
な

ど
は
補
助
対
象
外
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者（
納

税
が
良
好
で
あ
る
こ
と
）

■
補
助
限
度
額　

30
万
円

■
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
23
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
22
年
５
月
〜
10
月
末

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
企
業
対
策
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
４
）

③
商
店
街
賑
わ
い
創
出
支
援
事
業
補
助
金

〜
商
店
街
の
活
性
化
支
援
〜

　

に
ぎ
わ
い
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、商
工
団
体
な
ど
が
行
う
商
店
街
活
性
化

事
業
に
対
し
て
、経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

•
販
売
促
進
事
業
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•
空
き
店
舗
活
用
賑
わ
い
支
援
事
業

•
観
光
事
業
と
連
携
し
た
誘
客
促
進
事
業

•
賑
わ
い
創
出
事
業

•
研
修
調
査
事
業

•
国
・
県
の
補
助
事
業（
市
の
補
助
が
対
象
要

件
）

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
商
工
団
体
な
ど

■
補
助
限
度
額

　

10
万
円
〜
30
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
23
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
22
年
５
月
〜
10
月
末

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
選
考　

審
査
委
員
会（
下
記「
★
選
考
」参
照
）

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

④
商
店
街
環
境
施
設
整
備
事
業
補
助
金

〜
商
店
街
の
環
境
整
備
を
支
援
〜

　

商
店
街
団
体
が
行
う
商
店
街
の
環
境
整
備
事

業
に
対
し
て
、経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

•
装
飾
街
路
灯
の
整
備
事
業

•
特
殊
舗
装
の
整
備
事
業

•�

環
境
・
省
エ
ネ
ま
た
は
地
域
文
化
に
配
慮
し

た
施
設
の
整
備
事
業

•
国
・
県
の
補
助
事
業（
市
の
補
助
が
対
象
要

件
）

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
商
店
街
団
体

■
補
助
限
度
額

　

１
０
０
万
円
〜
１
５
０
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
23
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
22
年
５
月
〜
10
月
末

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

⑤
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

〜
観
光
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
〜

　

地
域
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た

新
規
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
関
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

　

地
区
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業

■
地
域
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
と
は

　

地
域
の
生
活
、自
然
、歴
史
、伝
統
、文
化
、産

業
そ
の
他
の
観
光
の
振
興
に
資
す
る
資
源
で
、

地
域
の
強
み
と
な
り
得
る
資
源
を
広
く
い
い

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
組
織
す
る
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
な
ど
の
団
体

■
補
助
限
度
額　

50
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
23
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
22
年
５
月
〜
10
月
末

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
選
考　

審
査
委
員
会（
下
記「
★
選
考
」参
照

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
企
画
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
１
）

⑥
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金

　

中
小
企
業
大
学
校
で
の
平
成
22
年
度
研
修

受
講
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

村
上
商
工
会
議
所
と
市
内
４
商
工
会
が
窓

口
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
中
小
企
業
者　

※
１
中
小
企
業
者

に
つ
き
２
人
ま
で

■
補
助
限
度
額

　

１
人
に
つ
き
１
万
円
限
度

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

※�「
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
は
平

成
22
年
度
の
研
修
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
受

講
後
の
申
請
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早

め
に
中
小
企
業
大
学
校
の
研
修
内
容
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
計
画
書
な
ど
の
提

出
先
は
村
上
商
工
会
議
所
、
ま
た
は
商
工
会

で
す

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

★
選
考

　

村
上
市
産
業
等
の
活
性
化
事
業
審
査
委
員

会
で
評
価
基
準
（
新
規
性
、
独
自
性
、
発
展
性
、

実
現
性
、社
会
貢
献
性
）に
よ
り
、補
助
対
象
事

業
を
認
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
補
助
金
交
付
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参　

考

★
平
成
22
年
度
の
補
助
対
象
事
業

［
申
請
者
・
対
象
事
業
］

産
業
元
気
づ
く
り
事
業
補
助
金

　

�［
村
上
堆
朱
事
業
協
同
組
合
・
村
上
木
彫
堆

朱
と
ま
ゆ
玉
に
よ
る
新
商
品
開
発
と
研
究
］

　

�［
㈱
開
成
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
二
次

加
工
品
開
発
］

　

�［
は
つ
め
の
会
・
地
元
の
草
木
を
使
っ
た「
新

し
い
縄
」の
商
品
開
発
］

　

�［
成
田
屋
菓
子
店
・
山
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
の
試

作
］

産
業
見
本
市
等
出
展
事
業
費
補
助
金

　

�［
㈱
開
成
・
「
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

２
０
１
０
」出
展
予
定
］

　

�［
㈱
マ
ツ
ウ
ラ
セ
イ
キ
・
「
機
械
工
業
見
本

市
」出
展
予
定
］

商
店
街
賑
わ
い
創
出
支
援
事
業

　

�［
村
上
駅
前
通
り
商
店
街
振
興
組
合
・
駅
前

通
り
商
店
街
の
特
色
を
活
用
し
た
空
き
店

舗
活
用
事
業
。
店
舗
名
「E

ver　

W
altz

（
エ

バ
ー
ワ
ル
ツ
）］
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　今年も３月１日から４月３日までの間、11回目となる「城下町村上町屋の人形さま巡り」が開催
されました。期間中は県内外から訪れる大勢の観光客が、パンフレットを片手に町なかを巡る姿も

すっかり春の風物詩となったようです。

　３月27、28日にはＳＬひな街道号が運行され、「ちびっこおひなさま」や獅子舞などが観光客をお
出迎え、さまざまなイベントで観光客の笑顔があふれていました。

　

地
元
の
小
学
生
や
村
上
中
等
教

育
学
校
の
生
徒
も
、
総
合
学
習
な
ど

の
時
間
を
利
用
し
て
観
光
客
を
も

て
な
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
や
生
徒
か
ら
は

「
大
好
き
な
村
上
市
の
魅
力
を
紹
介

で
き
る
の
が
う
れ
し
い
」、「
あ
り
が

と
う
と
言
っ
て
も
ら
え
て
嬉
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
も
多
く
聞
か

れ
、
観
光
客
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　村上南小学校の５年生は、村上を訪れた記念

として、自分たちで折った連鶴の折り紙をプレ

ゼント。また、ハイチとチリで起きた大地震復

興のための募金を呼びかけました。

　村上小学校の５年生は、手づくりの観光パン

フレットを使って、訪れた人たちに町なかの観

光案内や、村上の魅力を紹介していました。

　きれいな着物に身を包んだ村上中等教育

学校の１・２年生は、ＳＬ村上ひな街道号で

訪れた人に笑顔で対応していました。

村上の人情と心の温もりをお伝えして
第11回 城下町村上　町屋の人形さま巡り

地
元
小
学
生
や
村
上
中
等
教
育
学
校
の
生
徒
も

観
光
客
を
お
も
て
な
し
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町
屋
の
人
形
さ
ま
巡
り
を
終
え
て

　
　
　

実
行
委
員
長　

益
田
雄
介

　

11
回
目
と
な
る

「
城
下
町
村
上
町
屋

の
人
形
さ
ま
巡
り
」

も
、
34
日
間
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
に
は
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
寒
い
日
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
村
上
の
人
た
ち
の
人
情
と
心

の
温
も
り
は
訪
れ
た
人
た
ち
に
し
っ

か
り
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

人
形
さ
ま
の
見
学
だ
け
で
な
く
、
城

下
町
の
風
情
、
町
屋
、
そ
し
て
村
上
の

人
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
醸か
も

し
出
す

雰
囲
気
こ
そ
が
来
訪
さ
れ
た
人
た
ち

の
心
に
癒
し
を
与
え
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
こ
と
が
10
年
を
経
た
今
年
も

大
勢
の
人
た
ち
に
村
上
を
訪
れ
て
い

た
だ
い
て
い
る
一
つ
の
要
素
か
と
思

い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

村
上
の
人
の
も
て
な
し
の
人
間
力
、

地
域
力
を
着
実
に
高
め
な
が
ら
、
城
下

町
村
上
な
ら
で
は
の
決
し
て
色
あ
せ

な
い
催
し
に
発
展
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　つきたてのきな粉もちと豆も

ちに舌つづみ。村上の味を満喫し

ていました。

　３月27日には、ＪＲＡ新潟競馬場の
協力により、ポニー２頭が市内を巡行

し、この日の催しに華を添えました。

村上駅前はSL村上ひな街道号運行でにぎやかに

　３月27、28日には恒例となった「ＳＬ村上ひな街道号」が運行さ
れ、たくさんの観光客が村上を訪れました。

　大正琴や太鼓の演奏、もちや酒の振る舞い、人力車の試乗などの趣

向を凝らした歓迎に、観光客は大喜びでした。

　今年から、村上駅前の観光案内所で

は、訪れた人が歩いて観光しやすいよ

うにと、無料の手荷物預かりサービス

を開始しました。「重い荷物を預けられ

る」と好評でした。

「ちびっこおひなさま」との記念写

真は、どんな年代の人からも人気で

した。�

　郷土資料館では、城下町村上に伝わ

る雛
ひな

人形展を開催しました。展示され

た雛人形は、皇太子殿下・雅子妃殿下

のご成婚を記念して製作されたご成婚

雛
びな

などどれもすばらしいものでした。
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

地
震
に
よ
る
建
築
物
へ
の
災
害
を
未
然
に

防
止
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
で
は
新
潟
県
建
築
士
会
岩
船
支
部

と
協
力
し
、
今
年
度
か
ら
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
行
う
人
に
診
断
費
用
か
ら
自
己
負
担
額

（
１
万
円
）を
差
し
引
い
た
額
を
補
助
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
募
集
は
６
月
１
日
〜
６
月
30

日
の
先
着
順
で
10
件
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
申
込
期
間
内
に
予
定
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
期
限
前
で
あ
っ
て
も
締
め
切

り
ま
す
）

　

ま
た
、
第
２
回
目
は
10
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

● 

補
助
対
象
住
宅
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該

当
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

①
市
内
に
あ
る
個
人
が
所
有
す
る
住
宅

②�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事
に
着
手

し
た
木
造
住
宅

③�

一
戸
建
て
の
住
宅
（
店
舗
、
事
務
所
な
ど
の

住
宅
以
外
の
用
途
を
兼
ね
る
住
宅
は
、
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
の
用
途

に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
）

④
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

⑤�

国
土
交
通
大
臣
な
ど
が
認
定
し
た
特
別
な

工
法
で
建
て
ら
れ
て
い
な
い
住
宅

⑥�

過
去
に
市
の
補
助
を
受
け
て
耐
震
診
断
を

行
っ
て
い
な
い
住
宅

●
補
助
金
の
額

　

次
の
診
断
費
用
か
ら
１
万
円
を
差
し
引
い

た
額
と
な
り
ま
す
。

・�

延
べ
床
面
積
が
70
㎡
以
下
の
場
合
は

６
万
５
０
０
０
円

・�

延
べ
床
面
積
が
70
㎡
を
超
え
１
７
５
㎡
以
下

の
場
合
は
７
万
５
０
０
０
円

・�

延
べ
床
面
積
が
１
７
５
㎡
を
超
え
る
場
合
は

９
万
５
０
０
０
円

●
耐
震
診
断
の
流
れ

①�

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②�

補
助
決
定
後
、
市
が
新
潟
県
建
築
士
会
岩
船

支
部
へ
診
断
士
の
派
遣
依
頼
を
し
ま
す
。

③�

診
断
士
が
、
補
助
決
定
者
へ
直
接
連
絡
し
、

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

④�

診
断
士
か
ら
、
診
断
結
果
の
説
明
が
あ
り
ま

す
。

⑤�

実
績
報
告
書
に
診
断
報
告
書
な
ど
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
改
修
が
必
要
と
さ
れ
た
住
宅
に
は

　

こ
の
耐
震
診
断
補
助
を
受
け
た
人
で
耐
震

改
修
が
必
要
と
さ
れ
た
住
宅
は
、耐
震
改
修
工

事
の
補
助
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
５
１
４
、５
１
５
）

■受けられる人は

　社会保険などの被扶養者で40歳以上75歳未満の人
です。ただし、保険証の種類によっては、市で行う

特定健診を受けることができない場合がありますの

で、ご了承ください。詳しくは加入している医療保

険者（扶養される人の保険証の発行者）にお問い合

わせください。

※�医療保険者が発行する「特定健診受診券」の契約
とりまとめ機関名に「集合B」と記載がある場合、
受けることができます

■ 社会保険などの被扶養者が、市の特定健診を受診

するときは

　市の特定健診を受ける場合は、本庁、または各支

所にあらかじめ電話で申し込んでください。連絡を

いただいた後に、「特定健診のご案内」と「特定健診

個人記録票」を送付します。

　当日は、医療保険者が発行する「特定健診受診券」

と「保険証」を必ず持参して、直接、健診会場へお

越しください。また、特定健診は市で行う健診のほ

か、それぞれの医療保険者が契約している医療機関

で受診できる個別健診もあります。

■セット健診を申し込んだ人は

　「セット健診申込書」で健診を申し込まれた人に

は、事前に案内を送付します。日程は市報むらかみ

４月１日号をご覧ください。

　健診当日は、医療保険者が発行する「特定健診受

診券」と「保険証」を必ず持参してください。忘れ

ると受診できませんので、必ず準備をしておいてく

ださい。

●問い合わせ　保健医療課予防医療係

　　　　　　　☎53‐2111（内線265）
　　　　　　　または各支所地域福祉課保健医療係

社会保険などの被扶養者でも
市の特定健診（集団）が受けられます
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　今年度の狂犬病集合予防注射は４月から村上・朝日・荒川地区で実施していますが、５月は神林・

山北地区で実施しますので、忘れずに受けさせてください。

　なお、村上・朝日・荒川地区にお住まいで、まだ注射を受けさせていない飼い主は、どの会場でも

受けられますので、必ず受けさせてください。

神林・山北地区の狂犬病集合予防注射は５月です

○神林地区
期　　日 注　射　会　場 時　間

５月６日㈭

上助渕コミュニティセンター ９:30～10:20

有明集落開発センター 10:40～11:25

桃川公会堂 13:00～13:40

神林支所車庫前 14:00～14:40

５月７日㈮

川部集落開発センター ９:40～10:10

平林ふれあいセンター 10:20～10:50

牛屋公民館 11:00～11:30

塩谷中央公民館 13:00～13:25

塩谷上地区集会所 13:30～13:40

塩谷松和町集会所 13:45～14:05

福田集落開発センター 14:15～14:40

○山北地区
期　　日 注　射　会　場 時　間

５月10日㈪

大沢集落入口 ９:30～９:40

大毎満願寺前バス停 ９:50～10:15

北中生活改善センター 10:20～10:45

荒川ふるさと会館 10:55～11:05

中津原集落開発センター 11:20～11:30

下大鳥ふれあいセンター 11:35～11:45

板屋沢集落開発センター 13:20～13:30

寒川運送資材置場（勝木） 13:40～14:10

山北支所 14:25～15:00

５月11日㈫

伊呉野消防ポンプ格納庫 ９:35～９:40

中浜農村研修センター ９:45～９:55

岩崎ふれあいセンター 10:00～10:20

小俣集落センター 10:40～10:50

大代バス停 11:00～11:05

雷ふるさと会館 11:15～11:25

朴平バス停 13:30～13:40

中継集落公民館 13:50～14:00

山熊田集落入口 14:20～14:30

５月12日㈬

桑川生活改善センター ９:25～９:55

笹川集落国道沿い駐車場 10:05～10:10

板貝集落開発センター 10:20～10:30

寒川集落センター 10:45～11:10

寝屋集落開発センター 11:25～11:55

温出農村研修センター 13:30～14:10

山北支所 14:20～15:00

○集合注射の手数料（犬１頭につき）

　・登録済み　3,100円
　　（注射済票交付手数料と注射料）

　・新規登録　6,100円
　　（登録料、注射済票交付手数料と注射料）

○�注射の前後は犬に激しい運動をさせない
でください。

○�左記日程で都合がつかない人は、市役所本
庁駐車場【６月19日㈯】、または直接、獣
医師により注射を受けさせてください。

○�犬の飼い主の変更、登録事項の変更、犬が
死亡、行方不明となった場合は、環境衛生

課または各支所市民生活課へ届け出が必

要です。

●問い合わせ

　・環境衛生課生活環境室

　　☎53－2111（内線272）
　・神林支所市民生活課市民生活係

　　☎66－6111（内線101）
　・山北支所市民生活課市民生活係

　　☎77－3112
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講座メニュー一覧表

講座名 担当部課名
万が一に備えて防災　ワンポイント講座 総務課
協働のまちづくり 政策推進課
公共交通について 政策推進課
山北地区の魅力ある集落づくり事業と市民
協働のまちづくり

山北支所
地域振興課

悪徳商法　こんな手口にご用心！ 市民課
交通安全教室 市民課
メタボリックシンドロームとは 保健医療課
特定健康診査の結果の見方について 保健医療課
介護保険制度について 介護高齢課
認知症の理解 介護高齢課
高齢者の現状と福祉制度について 介護高齢課
災害時要援護者支援体制づくりについて 介護高齢課
障がい福祉制度について 社会福祉課
子育て支援について 社会福祉課
観光講座 商工観光課
これからの漁業～資源管理型漁業～ 農林水産課
これからの森林・林業について 農林水産課
新たな米政策について 農林水産課
都市計画について 都市計画課
村上歴史講座 文化行政課
村上市の文化財巡り 文化行政課
発掘調査からみた村上市の歴史 文化行政課
スポーツ（運動）の紹介 スポーツ振興課
健康・体力づくりとスポーツ スポーツ振興課
村上市文化会館の舞台装置操作講座 生涯学習課
集落公民館等での講座の企画・立案について 生涯学習課
下水道のしくみ 下水道課
水が家庭に届くまで 水道局
あなたの１票大切に 選挙管理委員会
住宅用火災警報器の設置について 消防本部予防課
防災講話 消防本部予防課
応急手当講習会 消防本部警防課
普通救命講習Ⅰ 消防本部警防課
普通救命講習Ⅱ 消防本部警防課
自宅でらくらく税務相談
～国税庁ＨＰ超活用法～

村上税務署

財産を相続したとき、もらったときの税につ
いて

村上税務署

年金と税について 村上税務署
医療費控除などについて 村上税務署
思春期・更年期・心の健康・性教育、男女平
等など

村上地域振興局

食の安全・安心レクチャー 村上地域振興局
相続について 新潟地方法務局
土地や建物の登記について 新潟地方法務局
安全安心まちづくり 村上警察署
交通安全講習 村上警察署

●問い合わせ
生涯学習課社会教育係 ☎72－6881
村上市役所（各課） ☎53－2111
文化行政課 ☎72－6888
スポーツ振興課 ☎72－6886
水道局・下水道課 ☎66－6111
消防本部　予防課 ☎53－7222
消防本部　警防課 ☎53－7223
山北支所地域振興課 ☎77－3111

　

市
で
は
、「
む
ら
か
み
出
前
講
座
」を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や

情
報
に
つ
い
て
、担
当
課（
係
）の
職
員
が
直
接

出
向
い
て
説
明
し
、皆
さ
ん
の
学
習
機
会
を
推

進
す
る
事
業
で
す
。

　

出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
は
、
新
潟
地
方
法
務
局

村
上
支
局
、村
上
税
務
署
、村
上
警
察
署
、村
上

地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
に
も
協
力
い
た
だ

き
、内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
行

政
に
つ
い
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
し
込
み
方
法

①�

お
お
む
ね
10
人
以
上
集
ま
れ
ば
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

②�

学
習
内
容
は
、
左
記
の
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

③�

開
催
し
よ
う
と
す
る
日
の
15
日
前
ま
で
に

申
請
書
を
申
し
込
み
先
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
開
催
時
間

　

�　

開
催
時
間
は
、市
役
所
と
消
防
本
部
は
、平

日
、休
日
を
問
わ
ず
、午
前
９
時
〜
午
後
９
時

の
２
時
間
以
内
で
す
。た
だ
し
、市
役
所
以
外

（
法
務
局
な
ど
）の
講
座
は
、平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
の
２
時
間
以
内
で
す
。

■
開
催
場
所

　

�　

開
催
場
所
は
、
申
込
者
が
希
望
す
る
市
内

の
集
会
所
と
し
ま
す
。

■
受
講
料

　

�　

受
講
料
は
無
料
で
す
。た
だ
し
、資
料
代
と

し
て
実
費
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
し
込
み
先

　

�　

出
前
講
座
全
般
に
関
す
る
こ
と
は
生
涯

学
習
課
、
講
座
メ
ニ
ュ
ー
や
施
設
見
学
は
各

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�　

申
し
込
み
先
は
、
各
講
座
メ
ニ
ュ
ー
の
担

当
課
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
法
務
局
お
よ

び
税
務
課
、警
察
署
、村
上
地
域
振
興
局
は
、

生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

行政のあんなこ

と、こんなこと

聞いてみよう！

む
ら
か
み
出
前
講
座
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建
築
確
認
申
請
︵
建
築
基
準
法
︶

　

建
物
を
新
築
、
増
築
、
改
築
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
建
築
確
認
申
請
を
提
出
し
、
地
域
ご

と
の
形
態
規
制
、
建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
い

る
か
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
完
了
後
は
、
完
了
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
５
１
４
、５
１
５
）

開
発
行
為
︵
都
市
計
画
法
︶

　

大
規
模
な
土
地
の
開
発
を
行
う
場
合
に
は
、

許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
都
市
計
画
区
域
内　

３
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

※�

開
発
行
為
と
は
、
主
に
建
築
物
の
建
築
ま
た

は
特
定
工
作
物
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
敷
地
の
分
割
や
盛
土
、
切
土
な
ど

の
造
成
工
事
な
ど
を
行
う
こ
と
で
す

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
︵
公
拡
法
︶

①�
土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
届
出

義
務（
法
第
４
条
）

　

�　

都
市
計
画
区
域
内
に
お
け
る
一
定
規
模

以
上
の
土
地
を
有
償
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、

届
け
出
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

・��

都
市
計
画
区
域
内
：
１
万
㎡
以
上
の
土
地

・�

都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
に
所
在
す
る

２
０
０
㎡
以
上
の
土
地

②�

地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
土
地
の
買
取

り
希
望
の
申
出（
法
第
５
条
）

　

�　

前
記
に
規
定
す
る
土
地
の
ほ
か
、
都
市
計

画
区
域
の
２
０
０
㎡
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
買
い
取
り
を
希

望
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
計
画
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
５
１
２
、５
１
３
）

大
規
模
な
土
地
取
引

︵
国
土
利
用
計
画
法
︶

　

一
定
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
に

は
、買
い
主
は
届
け
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・
都
市
計
画
区
域
内　

５
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
２
、３
３
３
）

※�

各
項
目
の
届
け
出
の
時
期
や
期
間
は
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
別
々
に
指
定
さ
れ
て
い
た
村
上
都
市
計
画
区
域
と
荒
川
都
市
計
画
区
域
を

統
合
し
、
さ
ら
に
朝
日
地
域
の
一
部
を
加
え
て
、
新
し
く
村
上
都
市
計
画
区
域
と
し
て
新

潟
県
知
事
か
ら
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
指
定
さ
れ
た
朝
日
地
域
（
小
揚
、
千
縄
、
茎
太
、
岩
崩
、
北
大
平
、
高
根
、
薦

川
、
荒
沢
、
蒲
萄
集
落
を
除
く
区
域
）
で
は
、
３
月
30
日
か
ら
村
上
・
荒
川
・
神
林
地
域

と
同
様
に
建
築
基
準
法
の
適
用
を
受
け
、
建
築
確
認
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

開
発
行
為
の
許
可
制
度
、
一
定
規
模
以
上
の
土
地
取
引
に
つ
い
て
の
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

建
築
確
認
申
請
︵
建
築
基
準
法
︶

　

建
物
を
新
築
、
増
築
、
改
築
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
建
築
確
認
申
請
を
提
出
し
、
地
域
ご

　

ま
た
、
工
事
完
了
後
は
、
完
了
検
査
を
受
け

都
市
計
画
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

朝
日
地
域
の
一
部
が
都
市
計
画
区
域
に
指
定

【朝日地域】

【山北地域】 都市計画区域外

都 市 計 画 区 域

村上市行政界

【村上地域】

【神林地域】

【荒川地域】
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障がい福祉のまちづくりのために
　市では、障がいのある人とない人が共に過ごせる暮らしやすいまちづくりを目指して、次

のことを行っています

障がい福祉のための協議会が設立されました
　昨年度、障がい者団体や福祉施設、教育機関などの関係者が集まり「村上地域自立支援協

議会」を設立しました。

　協議会では障がいのある人やご家族からのさまざまな悩みごとの解決を図っています。今

年度は、相談支援事業所に寄せられた相談のうち、障がいのあるお子さんの放課後対策など

について話し合いを行う予定です。

　また、関川村、粟島浦村を含めた広域的な範囲で問題の解決を図る「村上・岩船地域自立

支援協議会」の設立を予定しています。

障がいに関するご相談は「相談支援事業所」へ
　次の相談支援事業所は、障がいのある人やご家族からの相談に応じて、情報提供、福祉サー

ビスの提供および利用支援、関係機関との調整を行う窓口です。お気軽にご相談ください。

・浦田の里　在宅者支援窓口

　（身体障がい、知的障がい、障がい児）

　ところ：村上市岩船231－１
　電話：53－3673
　受付日：月～金曜日

　受付時間：午前９時～午後５時

・地域生活支援センターはまなす

　（身体障がい、知的障がい、精神障がい、障がい児）

　ところ：村上市瀬波中町10－１
　電話：50－7104
　受付日：金・土曜日を除く毎日

　受付時間：午前９時～午後５時

瀬波小学校
●

至笹川流れ

村上はまなす病院
●

地域生活支援センター
はまなす

529

瀬波温泉トンネル

村上市民
ふれあいセンター

●

浦田の里

身体障がい者補助犬を知っていますか
　身体障がい者補助犬とは、身体に障がいを持つ人の日常生活の手助けをするために、特別な訓練を受
けた犬で、次の３種類の補助犬がいます。

　盲導犬…�視覚に障がいがある人の指示に従い、危険を避け、安全な歩行を手
助けします。

　介助犬…�手や足が不自由な人のためにものを拾い上げたり、運んだり、着替
えの手助けをします。

　聴導犬…�聴覚に障がいがある人のために、チャイムやブザーの音、電話の呼
び出し音など、さまざまな音を聞き分け、伝えます。

　このような補助犬に出会ったら、いきなり声をかけたり、触ったり、食べ物をあげたりしないでくだ
さい。また、必要がある場合には補助犬を連れている人の了解を得てください。

●問い合わせ　社会福祉課障害福祉係　☎53－2111（内線245、247）
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【
部
長
級
６
人
】

▼
企
画
部
長
（
政
策
推
進
課
長
事
務

取
扱
）
相
馬
正
喜
＝
昇
任
＝
▼
市
民

部
長（
市
民
課
長
事
務
取
扱
）板
垣
純

一
＝
昇
任
＝
▼
産
業
観
光
部
長
（
商

工
観
光
課
長
事
務
取
扱
）
瀬
賀
功
＝

昇
任
＝
▼
朝
日
支
所
長
（
地
域
振
興

課
長
事
務
取
扱
）
小
田
政
秋
＝
昇
任

＝
▼
山
北
支
所
長
（
地
域
振
興
課
長

事
務
取
扱
）
斎
藤
誠
＝
昇
任
＝
▼
消

防
本
部
消
防
長　

小
川
利
栄
＝
昇
任

＝【
課
長
級
12
人
】

▼
市
民
部
税
務
課
長　

渡
邉
欽
也
▼

産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
参
事
（
み

ど
り
の
里
館
長
）田
嶋
雄
洋
＝
昇
任

＝
▼
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長　

高
田
晃
＝
昇
任
＝
▼
村
上
支
所
水
道

課
長　

中
村
則
彦
＝
昇
任
＝
▼
神
林

支
所
地
域
福
祉
課
長　

板
垣
裕
▼
神

林
支
所
建
設
課
長　

斎
藤
敏
夫
▼

教
育
部
神
林
事
務
所
教
育
課
長　

平

山
吉
郎
▼
朝
日
支
所
市
民
生
活
課

長　

板
垣
恵
一
＝
昇
任
＝
▼
朝
日
支

所
地
域
福
祉
課
長　

齋
藤
泰
輝
▼
朝

日
支
所
産
業
課
長　

遠
山
昭
一
＝
昇

任
＝
▼
山
北
支
所
地
域
福
祉
課
長　

菅
原
義
栄
＝
昇
任
＝
▼
山
北
支
所
建

設
水
道
課
長　

本
間
善
和

【
新
採
用
者
14
人
】

▼
総
務
部
財
政
課
主
事　

高
橋
威
▼

市
民
部
税
務
課
主
事　

佐
藤
華
子
▼

市
民
部
税
務
課
主
事　

渡
邉
敏
規
▼

福
祉
保
健
部
保
健
医
療
課
保
健
師　

渡
邊
春
香
▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉

課
保
育
士　

本
間
由
貴
▼
福
祉
保
健

部
社
会
福
祉
課
保
育
士　

田
中
友
里

絵
▼
都
市
整
備
部
建
設
課
技
師　

大

滝
武
▼
消
防
本
部
総
務
課
消
防
士　

五
十
嵐
直
毅
▼
消
防
本
部
総
務
課
消

防
士　

東
隆
之
▼
消
防
本
部
総
務
課

消
防
士　

丹
田
翔
▼
消
防
本
部
総
務

課
消
防
士　

岩
田
和
也
▼
消
防
本
部

総
務
課
消
防
士　

佐
野
司
▼
消
防
本

部
総
務
課
消
防
士　

渋
谷
祐
佑
▼
消

防
本
部
総
務
課
消
防
士　

中
島
賢
志

【
退
職
者
57
人
】

（
３
月
31
日
付
け
）

▼
企
画
部
長　

小
田
貞
明
▼
市
民
部

長（
市
民
課
長
事
務
取
扱
）阿
部
正
一

▼
産
業
観
光
部
長　

増
子
太
平
▼
朝

日
支
所
長
（
地
域
振
興
課
長
事
務
取

扱
）佐
藤
健
吉
▼
山
北
支
所
長（
地
域

振
興
課
長
事
務
取
扱
）　

富
樫
昌
平

▼
消
防
本
部
消
防
長　

佐
藤
秀
明
▼

村
上
支
所
水
道
課
長　

本
間
登
▼
朝

日
支
所
市
民
生
活
課
長　

渡
辺
慶
子

▼
朝
日
支
所
産
業
課
長　

佐
藤
多
悦

▼
山
北
支
所
地
域
福
祉
課
長　

板
垣

孝
一
▼
消
防
本
部
次
長　

齋
藤
文
夫

▼
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
（
派

遣
）　

楠
田
正
▼
市
民
部
環
境
衛
生

課
課
長
補
佐（
し
尿
処
理
場
長
）髙
橋

芳
光
▼
教
育
部
神
林
事
務
所
教
育
課

課
長
補
佐
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
事

務
取
扱
）
木
村
道
夫
▼
福
祉
保
健
部

社
会
福
祉
課
副
参
事
（
岩
船
保
育
園

長
事
務
取
扱
）
佐
久
間
千
代
子
▼
福

祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
副
参
事
（
山

居
町
保
育
園
長
事
務
取
扱
）
明
野
香

代
子
▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課

向
ヶ
丘
保
育
園
長　

東
海
林
み
や
子

▼
教
育
部
中
央
公
民
館
副
参
事
（
公

民
館
係
長
事
務
取
扱
）
大
滝
タ
カ
子

▼
荒
川
支
所
地
域
振
興
課
副
参
事

（
統
計
情
報
係
長
事
務
取
扱
）池
田
厚

子
▼
荒
川
支
所
市
民
生
活
課
副
参
事

（
市
民
・
年
金
係
長
事
務
取
扱
）　

佐

藤
善
吉
▼
神
林
支
所
市
民
生
活
課
課

長
代
理（
税
務
係
長
事
務
取
扱
）佐
藤

礼
子
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
朝
日
事

務
所
課
長
代
理
（
庶
務
係
長
事
務
取

扱
）
岡
田
比
登
志
▼
市
民
部
環
境
衛

生
課
主
査　

横
山
栄
次
▼
福
祉
保
健

部
介
護
高
齢
課
主
査　

小
野
ミ
チ
子

▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
主
査　

岸
冨
士
子
▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉

課
主
査　

田
中
カ
ツ
エ
▼
福
祉
保
健

部
社
会
福
祉
課
主
査　

田
村
み
ち
子

▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
主
査　

木
ノ
瀬
喜
代
子
▼
市
民
部
環
境
衛
生

課
技
能
員　

小
田
礼
司
▼
市
民
部
環

境
衛
生
課
技
能
員　

佐
藤
文
英
▼
福

祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
技
能
員　

佐

藤
小
夜
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
技
能

員　

島
田
信
子
▼
教
育
部
学
校
教
育

課
技
能
員　

貝
沼
一
博
▼
教
育
部
学

校
教
育
課
技
能
員　

本
間
ツ
ヤ
子
▼

教
育
部
学
校
教
育
課
技
能
員　

髙
橋

三
夫
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
技
能

員　

斎
藤
恭
子
▼
消
防
本
部
消
防
署

副
署
長　

山
田
邦
文
▼
消
防
本
部
荒

川
分
署
分
署
長　

板
越
善
俊
▼
消
防

本
部
荒
川
分
署
副
分
署
長　

小
田
三

栄
▼
消
防
本
部
神
林
分
署
主
任　

髙

野
静
雄
▼
消
防
本
部
関
川
分
署　

副

主
任　

阿
部
民
夫
▼
神
林
支
所
地
域

福
祉
課
長　

平
山
明
夫
▼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
次
長　

中
村
壽
美
子

▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
副
参
事

（
子
ど
も
福
祉
係
長
事
務
取
扱
）　

稲

葉
真
知
子
▼
山
北
支
所
市
民
生
活
課

課
長
代
理
（
市
民
・
年
金
係
長
事
務

取
扱
）
大
滝
典
和
▼
総
務
部
総
務
課

主
査　

中
倉
春
美
▼
福
祉
保
健
部
社

会
福
祉
課
主
査　

佐
久
間
せ
い
子
▼

福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
主
査　

髙

野
泰
子
▼
消
防
本
部
総
務
課
副
主

任　

中
村
祝
二
▼
消
防
本
部
山
北
分

署
副
主
任　

増
子
良
一
▼
市
民
部
環

境
衛
生
課
技
能
員　

岡
田
新
一
▼
福

祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
主
査　

大
滝

敬
子
▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
主

任　

佐
貫
田
円
▼
福
祉
保
健
部
社
会

福
祉
課
主
任　

斎
藤
里
英
▼
教
育
部

学
校
教
育
課
技
能
員　

佐
藤
フ
ミ
子

▼
村
上
支
所
水
道
課
主
事　

長
谷
川

智
大
▼
荒
川
支
所
産
業
課
主
査　

紺

野
淑
子

４
月
１
日
か
ら

組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

本
庁

［
課
の
廃
止
］

・
国
体
課（
企
画
部
）

［
室
の
新
設
］

・�

自
治
振
興
室（
企
画
部
政
策
推
進
課
）

・
市
民
・
年
金
室（
市
民
部
市
民
課
）

・�

ご
み
処
理
場
建
設
準
備
室
（
市
民

部
環
境
衛
生
課
）

［
係
の
新
設
］

・�

公
共
交
通
係
（
企
画
部
政
策
推
進

課
自
治
振
興
室
）

支
所

［
係
の
整
理
］

・�

市
民
年
金
係
と
生
活
環
境
係
を
統

合
し
、市
民
生
活
係（
各
支
所
市
民

生
活
課
）を
新
設

・�

国
保
医
療
係
と
保
健
衛
生
係
を
統

合
し
、保
健
医
療
係（
各
支
所
地
域

福
祉
課
）を
新
設

市
役
所
職
員
の
人
事
異
動

（
部
長
・
課
長
級
の
異
動
者
、
新
採
用
者
、
退
職
者
）

４
月
１
日
付
け
（
退
職
は
３
月
�1
日
付
け
）
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市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
と
地
球
温
暖
化
対

策
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

　

環
境
基
本
計
画
は
、緑
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
育
み
、
安
ら
か
な
生
活
環
境
を
創
生
し
て

い
く
取
り
組
み
の
具
体
的
な
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
地
方
公
共
団
体
実

行
計
画
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
具
体
的
な

事
業
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

■
環
境
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
取
り
組
み

　

策
定
に
あ
た
り
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
「
環
境
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
と
共
同

作
業
で
、
良
い
環
境
や
悪
い
環
境
の
洗
い
出

し
、施
策
や
取
り
組
み
の
基
本
方
針
の
作
成
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
環
境
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
組
み

　

去
る
１
月
に
は
、
環
境
の
現
状
と
市
民
の
環

境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
把
握
す
る
た
め
市

民
や
事
業
者
、
市
立
中
学
校
の
１
・
２
年
生
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
現
在
集
計
分
析
中
で
す
。こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
か
ら
は
、
市
民
が
最
も

関
心
を
持
っ
て
い
る
環
境
問
題
は
「
異
常
気
象

な
ど
の
地
球
温
暖
化
問
題
」、次
い
で「
ご
み
の

不
法
投
棄
」
。
村
上
市
が
目
指
す
環
境
の
理
想

像
は「
犯
罪
や
災
害
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」が
最
も
高
く
、次
い
で「
水
が
き
れ
い

な
ま
ち
」、「
子
ど
も
、高
齢
者
、障
が
い
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
」
の
順
で
し
た
。
後
世
に
残
し
た

い
環
境
と
し
て「
海
岸
」、「
河
川
、水
辺
、湧
水
」

の
回
答
が
多
い
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
末
に
計
画
完
成

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、今
年
度
末
ま
で
に
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

今
秋
に
開
催
予
定
の
「
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
は
、
計
画
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

環
境
衛
生
課
生
活
環
境
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
７
１
、２
７
２
）

村上市環境基本計画
　ただいま策定中です

　瀬波児童館が、４月12日㈪から未就園児の遊びの場、
情操を育む場として、利用できるようになりました。

開館時間　�午前10時～正午（午後からは、学童保育所と
して利用します）

　　　　　※�小学校の長期休業期間、代休日などは学童
保育所として使用するため、利用できませ
ん。

休 館 日　�日曜日と祝日、お盆（８月13日～18日までの
間で連続する３日間）、年末年始（12月29日
～翌年１月４日）

●問い合わせ
　社会福祉課子ども福祉係　☎53－2111（内線243）

●瀬波小学校

至笹川流れ

●勤労青少年ホーム

529

瀬波児童館

この施設の主な部材は、
越後杉ブランドと村上
市産材を使用しており、
温かみのある柔らかな
造りとなっています。

瀬波児童館がオープン青空と海を眺めながら
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申
込
時
に
市
内
に
住
所
が
あ
っ
た
入
賞
者

（
６
位
以
内
）を
部
門
ご
と
に
掲
載
し
て
い

ま
す

３
㎞
男
子
小
学
校
４
・
５
・
６
年
生

　

５
位　

小
田　

祐
樹（
山
辺
里
）

３
㎞
男
子
中
学
生

　

３
位　

近　

健
人（
山
田
）

３
㎞
女
子
中
学
生

　

２
位　

藤
田　

明
日
香（
山
居
町
一
丁
目
）

　

６
位　

板
垣　

莉
央（
荒
川
口
）

10
㎞
女
子
35
歳
以
上
49
歳
以
下

　

４
位　

東
海
林　

直
美（
中
継
）

10
㎞
女
子
50
歳
以
上

　

４
位　

鈴
木　

信
子（
長
政
）

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
男
子
50
歳
代

　

４
位　

長
谷
川　

伸
次（
二
之
町
）

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
男
子
60
歳
以
上

　

３
位　

田
中　

克
幸（
山
居
町
一
丁
目
）

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
女
子
50
歳
以
上

　

６
位　

佐
藤　

か
ず
子（
有
明
）

大
会
結
果

　

今
年
も
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
笹
川
流

れ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
４
月
４
日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
24
回
を
迎
え
た
今
回
は
２
２
８
６
人

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
１
９
５
２
人
が
完
走
し
ま
し
た
。

　

選
手
に
気
持
ち
よ
く
走
っ
て
も
ら
お
う

と
、
大
会
前
日
ま
で
に
地
元
集
落
の
皆
さ

ん
や
中
学
生
な
ど
が
国
道
３
４
５
号
沿
線

の
清
掃
を
行
い
、当
日
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
給
水
や
大
会
運
営
、
沿
道
で
の
応

援
な
ど
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
大
会
を
支

え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
温
か
い
歓
迎
を

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
選
手
も
多
い
よ

う
で
す
。

　

協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
今
年
も
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

旗を振って応援する地元集落の皆さん

ゴール後には、名物「アオサ汁」が疲れた
体を癒してくれます

第24回　笹川流れマラソン大会第24回　笹川流れマラソン大会第24回　笹川流れマラソン大会第24回　笹川流れマラソン大会第24回　笹川流れマラソン大会第24回　笹川流れマラソン大会
青空と海を眺めながら

ゴール直前の急坂を駆け上がる選手
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる
ように上記イラストを掲載しています

　

小
田
平
二
さ
ん（
飯
野
桜
ヶ
丘
）
は
、
有
志
を
募

り
、
新
潟
県
警
察
本
部
の
認
可
を
受
け
て
「
村
上

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
平
成
17
年
に
結
成
し
ま

し
た
。小
田
さ
ん
は
、こ
の
隊
の
隊
長
を
務
め
、
地

域
の
安
全
や
安
心
と
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、「
青
色
灯
」
を
付
け
た
登
録
車
両
で
、

定
期
的
に
児
童
や
生
徒
の
下
校
時
に
合
わ
せ
た

市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
夕
暮
れ
時
に
は
ラ
イ
ト

点
灯
の
呼
び
か
け
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
夏
に
は
海
岸
や
海
水
浴
場
周
辺
の
巡
回
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
青
少
年
の
事
故
防
止
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、市
で
は
、
こ
の
功
績
を
た
た
え
、
小

田
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

村
上
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
長
へ

感
謝
状
贈
呈

むらかみ

　

３
月
28
日
㈰
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
荒

川
胎
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
神
林
岩
船
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
７
・
１
ｋ
ｍ
の
開
通
式
典
が

神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
新
潟
県
知
事
を
は
じ
め
約
２
０
０
人

の
来
賓
や
工
事
関
係
者
が
出
席
し
、
新
直
轄
方
式
に

よ
る
県
内
初
め
て
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。式
典
後
、

高
速
道
路
本
線
上
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
バ
ル
ー
ン
リ

リ
ー
ス
を
行
い
、午
後
３
時
か
ら
は
一
般
供
用
さ
れ
、

待
ち
わ
び
た
人
た
ち
が
真
新
し
い
高
速
道
路
を
気
持

ち
良
さ
そ
う
に
走
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
林
支
所
前
で
は
実
際
に
高
速
道
路
で
除

雪
作
業
を
行
う
除
雪
車
の
見
学
会
が
行
わ
れ
、
親
子

づ
れ
の
参
加
者
が
除
雪
車
に
乗
り
込
み
、
熱
心
に
説

明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

神
林
岩
船
港
IC
開
通

かみはやし

　

山
北
中
学
校
を
３
月
に
卒
業
し
た
生
徒
が
３
月
28

日
㈰
、
自
分
た
ち
が
３
年
間
使
用
し
た
机
を
新
入
生

47
人
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
地
域
の
大
工
さ
ん
や
保
護

者
の
協
力
の
も
と
、
磨
き
や
塗
装
な
ど
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

学
校
生
活
の
中
で
先
生
の
次
に
お
世
話
に
な
っ
た

の
が
こ
の
机
や
椅
子
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
授
業

で
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
き
、
仲
間
と

何
気
な
い
会
話
を
し
て
い
る
と
き
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
生
徒
の
そ
ば
に
あ
り
、「
支
え
」と
な
り
、思
い
出
の

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
机
を
生
徒
と
保
護
者
が
一
緒
に

な
り
、「
あ
り
が
と
う
」
と
新
入
生
へ
の
「
が
ん
ば
れ
」

の
心
を
込
め
て
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
机
と
一
緒
に
卒
業
生
の
「
気
持

ち
」
が
き
っ
と
新
入
生
に
届
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

卒
業
生
の「
気
持
ち
」を
込

め
て

山
北
中
学
校
の
机
磨
き

さんぽく
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３
月
29
日
㈪
、山
居
町
保
育
園
と
第
一
保
育
園

に
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
33
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
は
、こ
の
春
に
村
上
南
小

学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
た
ち
が
使
っ
て
い
た
も

の
で
、卒
業
生
の
保
護
者
の
呼
び
か
け
で
集
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

卒
業
生
の
保
護
者
で
、呼
び
か
け
を
し
た
風

間
文
子
さ
ん
が
、「
私
の
子
ど
も
も
山
居
町
保
育

園
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。小
学
校
を
卒
業

す
れ
ば
使
わ
な
く
な
る
の
で
、保
育
園
で
大
事
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、卒
業
生
代

表
の
２
人
か
ら
山
居
町
保
育
園
の
園
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
で
使
わ
れ
て
い
る
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
は
、

壊
れ
る
度
に
買
い
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の

卒
業
生
た
ち
が
保
育
園
に
い
た
こ
ろ
に
遊
ん
だ

も
の
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。今
回
、寄
贈

さ
れ
た
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
も
彼
ら
の
後
輩
が
大
切

に
使
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
メ
ロ

デ
ィ
オ
ン

大
事
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

むらかみ

　

４
月
４
日
㈰
、越
沢
集
落
総
出
で「
山
北
朝

日
線
ク
リ
ー
ン
作
戦
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
落
に
よ
る
と
、「
未
改
修
で
危
険
な
箇
所

が
多
い
道
路
で
夜
間
の
交
通
量
も
少
な
い
た

め
か
、
粗
大
ご
み
や
空
き
缶
な
ど
の
不
法
投

棄
が
絶
え
な
い
」と
の
こ
と
。平
成
16
年
か
ら

「
道
路
と
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」を
合
言
葉

に
、ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
、
国
道
７
号
と
３
４
５
号
を

結
び
、
来
春
開
通
予
定
の
朝
日
ま
ほ
ろ
ば

Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
期
待
さ
れ

る
道
路
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
の
山
や
川
は
子

ど
も
や
孫
へ
き
れ
い
な
ま
ま
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
財
産
で
す
。

　

集
落
で
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
地
域
の

た
め
に
も
「
ご
み
の
不
法
投
棄
を
止
め
て
く

だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
、
地
域
の

た
め
に
、「
山
北
朝
日
線
ク

リ
ー
ン
作
戦
」

さんぽく

　

４
月
７
日
㈬
、朝
日
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、

１
０
０
人
の
新
入
生
が
保
護
者
や
教
職
員
、在
校
生
に

見
守
ら
れ
中
学
校
生
活
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
体
育
館
で
は
、
春
の
柔
ら
か
い
日
差
し
の

中
、
新
入
生
が
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
た
く
さ
ん
の
拍

手
に
包
ま
れ
て
入
場
し
ま
し
た
。

　

工
藤
校
長
は「
勇
気
、夢
、目
標
を
持
ち
、元
気
に
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
」と
式
辞
を
述
べ
、新
入
生
を
代
表

し
て
石
栗
佑
人
さ
ん
が
「
勉
強
、
部
活
動
を
頑
張
り
、

早
く
先
輩
た
ち
に
近
づ
き
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
で
創
立
20
周
年
を
迎
え
、制
服
を
一
新
。新
入

生
た
ち
は
「
ス
カ
ー
ト
が
チ
ェ
ッ
ク
で
か
わ
い
い
」
、

「
リ
ボ
ン
が
大
き
く
て
か
わ
い
い
」と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

気
分
も
チ
ェ
ン
ジ
♪
制
服
も
チ
ェ
ン
ジ
！

〜
朝
日
中
学
校
入
学
式
〜

あさひ

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て
、
村
上
地

区
交
通
安
全
協
会
荒
川
支
部
で
は
、
４
月
６
日
㈫
に

交
通
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
。
山
口
地
内
の
交

通
安
全
地
蔵
尊
に
は
70
人
以
上
が
集
ま
り
、
無
事
故

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、４
月
７
日
㈬
に
は
、金
屋
地
区
内（
馬
場
）の

高
齢
者
世
帯
訪
問
指
導
を
実
施
。
村
上
警
察
署
と
市

の
交
通
指
導
員
も
同
行
し
、「
夕
方
暗
く
な
っ
た
ら
、

反
射
材
を
着
け
て
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
、事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

反
射
材
や
交
通
安
全
祈
願
の
ま
ん
じ
ゅ
う
を
配
布
し

ま
し
た
。

　

交
通
事
故
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

事
故
の
な
い
社
会
を
願
っ
て

あらかわ
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４
月
９
日
㈮
、
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

学
校
が
こ
の
春
、「
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大

学
」と
な
り
、最
初
の
入
学
生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
入
学
式
に
は
、
障
が
い
者
の
体

機
能
を
で
き
る
だ
け
回
復
さ
せ
た
り
、
痛
み
を
軽
減

す
る
「
理
学
療
法
学
」
を
学
ぶ
44
人
と
、
言
葉
や
聞
こ

え
な
ど
の
障
が
い
や
食
べ
物
の
飲
み
込
み
な
ど
の
障

が
い
を
軽
減
す
る「
言
語
聴
覚
学
」を
学
ぶ
10
人
の
新

入
生
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

学
長
か
ら
、「
チ
ー
ム
医
療
を
行
う
知
識
や
技
術
の

ほ
か
、
人
に
信
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
人
柄
を
磨

き
、
病
む
人
の
心
の
杖
に
な
れ
る
よ
う
な
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
訓
諭
が
あ
る
と
、新
入
生
た
ち
は
引
き

締
ま
っ
た
面
持
ち
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

新
潟
リ
ハ
ビ
リ

　
　

テ
ー
シ
ョ
ン
大
学

第
１
期
生
入
学
式

　

関
川
村
湯
沢
地
内
で
改
築
工
事
を
行
っ
て
い
た
温

泉
施
設
「
荒
川
い
こ
い
の
家
」
が
完
成
し
、
４
月
１
日

㈭
か
ら
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
建
物
は
村
上
市
産

の
越
後
杉
を
多
用
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
建
物
内
は

杉
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
別
の
浴
槽
の
ほ
か
に
、
休
憩
室
１
室
を
備
え

て
い
ま
す
。泉
質
は
低
張
性
、弱
ア
ル
カ
リ
性
の
単
純

泉
で
か
け
流
し
の
天
然
温
泉
で
す
。

　

荒
川
地
区
か
ら
訪
れ
た
と
い
う
男
性
は
、「
こ
こ
の

湯
は
、ぬ
る
め
で
や
わ
ら
か
く
肌
に
と
て
も
よ
い
。湯

冷
め
し
な
く
て
、い
い
湯
だ
ね
」と
湯
に
つ
か
り
な
が

ら
、気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
関
川
村
大
字
湯
沢
６
９
７
番
地

「
荒
川
い
こ
い
の
家
」☎
64
‐
２
２
７
７
ま
で
。

むらかみ

むらかみ

大
海
原
め
ざ
し
、よ
〜
い
ド
ン
！

　
　

〜
村
上
地
区
と
朝
日
地
区
で
三
面
川
鮭
稚
魚
放
流
式
〜

あさひ

むらかみ

　

三
面
川
鮭
産
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
鮭
稚

魚
放
流
式
が
村
上
地
区
と
朝
日
地
区
で
行
わ

れ
、地
元
の
保
育
園
児
と
小
学
生
が
参
加
し
、

鮭
の
稚
魚
を
三
面
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
㈭
は
、
村
上
地
区
の
鮭
稚
魚
放

流
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稚
魚
が
成
魚
に
な
る
４
年
後
に
無
事
に

帰
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
神
事
で
お
は

ら
い
を
受
け
た
稚
魚
た
ち
は
、
村
上
小
学
校

や
村
上
南
小
学
校
、瀬
波
小
学
校
、猿
沢
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
三
面
川
に
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

　

放
流
式
は
例
年
、
中
州
公
園
の
種
川
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
対
岸
の
本
流

で
行
わ
れ
、
朝
日
連
峰
の
雪
融
け
水
が
満
ち

る
三
面
川
か
ら
５
万
匹
の
稚
魚
が
旅
立
ち
ま

し
た
。

　

放
流
し
た
富
樫
亜
里
沙
さ
ん
（
緑
町
一
丁

目
）は
、「
鮭
が
帰
っ
て
く
る
４
年
後
に
は
、私

は
中
学
生
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鮭
が
帰
っ
て

く
る
こ
と
と
、
中
学
校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
」と
、将
来
を
思
い
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、４
月
12
日
㈪
に
は
、朝
日
地
区
の
鮭

稚
魚
放
流
式
が
三
面
川
の
岩
沢
橋
付
近
と
布

部
や
な
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
中
で
行
わ
れ
た
放
流
式
は
、

体
長
５
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
し
た
鮭
の
稚
魚

約
３
万
匹
が
、
猿
沢
保
育
園
の
園
児
16
人
と

三
面
保
育
園
の
園
児
15
人
に
よ
り
放
流
さ

れ
、大
海
原
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、初
め
て
み
る
稚
魚
を「
ち
っ

ち
ゃ
〜
い
」「
か
わ
い
い
」
と
言
い
な
が
ら
眺

め
て
い
ま
し
た
。放
流
が
始
ま
る
と
、ス
イ
ス

イ
元
気
に
泳
い
で
い
く
稚
魚
に
「
元
気
に

帰
っ
て
き
て
ね
〜
」「
大
き
く
な
っ
て
ね
〜
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
、
笑
顔
で
一
生
懸
命
手

を
振
っ
て
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

村上地区

朝日地区

い
い
湯
だ
ね
！
荒
川
い
こ
い
の
家
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４
月
15
日
㈭
、朝
日
総
合
体
育
館
で
朝
日
地
区

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
入
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」は
、小
学
生
を
対
象
に

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、青
少
年
の
健
全
育
成
を

目
的
に
平
成
７
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
式
は
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
空
手
、
剣

道
、少
林
寺
拳
法
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
活
動
を
す
る
小
学
生

１
６
２
人
が
一
同
に
会
し
、団
員
代
表
の
齋
藤

唯
人
さ
ん（
猿
沢
小
６
年
）が「
仲
間
を
大
切
に

し
、心
身
と
も
に
鍛
え
、楽
し
く
活
動
し
ま
す
」

と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
キ
ャ
プ
テ
ン
松
田

杏
奈
さ
ん
（
猿
沢
小
６
年
）
は
「
声
を
か
け
、
体

を
動
か
し
て
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
」
と
決
意
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ち
ょ
〜
気
持
ち
い
い
」汗

を
ス
ポ
ー
ツ
で

〜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
〜

　

４
月
11
日
㈰
、今
年
で
５
回
目
と
な
る
荒
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
荒
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、日
本
一
の
清
流
・
荒
川
を
守
ろ
う

と
、「
清
流
荒
川
を
考
え
る
流
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。当
日
は
小
雨
の
降
る
空
模
様
で
し
た
が
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
約
４
０
０
人
に
よ
っ
て
左

岸
と
右
岸
両
側
で
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

鮭
や
鮎
な
ど
の
釣
り
客
で
に
ぎ
わ
う
荒
川
で

す
が
、こ
う
し
た
豊
か
な
恵
み
が
得
ら
れ
る
の

も
、美
し
い
自
然
が
守
ら
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
。「
湧

き
水
な
ど
で
は
な
い
一
般
の
川
で
名
水
百
選
に
選

ば
れ
る
の
は
ま
れ
な
ケ
ー
ス
。水
質
日
本
一
を
こ

れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
の
呼
び
か

け
に
応
え
て
、集
ま
っ
た
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

清
流
を
ま
も
り
た
い

あらかわあさひ

　

４
月
11
日
㈰
、
第
９
回
き
ら
ら
カ
ッ
プ
春

交
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
神
林
総
合
体
育
館

を
会
場
に
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
予
選
リ
ー
グ
か
ら
決
勝
戦
ま
で

の
６
試
合
を
勝
ち
抜
い
て
優
勝
し
た
Ｊ
．
Ｚ

О
Ｌ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
の
天
井
さ
ん
は
「
普
段
な
か
な

か
集
ま
っ
て
練
習
で
き
な
い
が
、
今
日
は
優

勝
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
喜
び
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

Ｊ
．Ｚ
О
Ｌ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

準
優
勝　

デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト

３　

位　

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

第
９
回
き
ら
ら
カ
ッ
プ

　

春
交
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

かみはやし

　

４
月
10
日
㈯
と
11
日
㈰
に
、
第
10
期
の
週

末
百
姓
や
っ
て
み
隊
の
第
１
回
目
の
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、遠
く
は
福
島
県
か
ら
、幅
広
い
年

齢
の
８
組
11
人
が
参
加
。
専
門
家
の
指
導
の

も
と
、耕こ

う

起き

や
う
ね
立
て
、種
ま
き
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。「
マ
イ
畑
」
と
い
う
自
分
専
用
の

畑
の
説
明
を
聞
い
て
い
る
と
き
の
真
剣
な
眼

差
し
か
ら
は
、
参
加
者
の
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、農
業
体
験
の
ほ
か
、桜
も
ち
づ
く
り

と
椎し

い

茸た
け

の
こ
ま
打
ち
も
体
験
。
お
い
し
さ
と

楽
し
さ
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

「
自
宅
で
農
業
を
す
る
た
め
」「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
た
め
」「
農
業
を
し
な
が
ら
山
北
に
定

住
す
る
た
め
」な
ど
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
が
、
作
物
の
生
長

と
と
も
に
大
き
く
育
ち
、
豊
か
な
実
り
と
し

て
達
成
さ
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

晴
天
の
中
活
動
ス
タ
ー
ト

「
第
10
期
週
末
百
姓
や
っ
て

み
隊
」

さんぽく

【訂正】�４月１日号本紙「村上の話題」で紹介した「水餃子作りで異文化交流」の記事中「小林尹里さん」
ではなく「小池尹利さん」の誤りでした。お詫びして訂正します。
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認 知 症   ～認知症を知ろう～

　今号からは「認知症」をテーマに、「具体的にどんな症状があるのか」「予防はできるのか」「どう接した

らよいのか」などといった認知症に関するさまざまな情報を皆さんにお伝えしていきます。

認知症とはどういうもの？

　脳は、私たちのほとんどあらゆる活動をコントロールしている司令塔です。それがうまく働かなければ、

精神活動も身体活動もスムーズにいかなくなります。

　認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまい、働きが悪くなったため、さまざまな障害が起こ

り、日常の生活に支障をきたす状態をいいます。

認知症の種類について

　認知症の原因で最も多いのは、アルツハイマー病です。アルツハイマー型認知症は、原因不明の脳の萎縮

により、脳の神経細胞が減少していくために起こるもので、ゆっくりと進行していくという特徴があります。

　次に多いのが、脳梗塞や脳出血などのため、脳の神経細胞や組織に障害が起きて血液の循環が阻害される

ことで起こる脳血管性認知症です。

　次回は「認知症の症状について」です。

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）、または各支所地域福祉課介護保険係

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館】

◆　御隠居忍法魔物（高橋義夫）

◆　亜玖夢博士のマインドサイエンス入門（橘
たちばなあきら

玲）

◆　小さな理由（森浩美）

◆　高く手を振る日（黒井千次）

◆　やすらい花（古
ふる

井
い

由
よし

吉
きち

）

◆　さすらう者たち（イーユン・リー）

◆　六つの星星（川上未映子）

◆　きもの箪
たん

笥
す

（澤地久枝）

◆　幸田文季節の手帖

◆　定年進学のすすめ

◆　やさい博士藤田智が教える個性派おもしろ野菜のつくり方

◆　親子でつくるカンタンかわいいおままごと

◆　赤ちゃんとママのベビーサイン

○　チョコレートパン（長新太）

○　わにわにのおおけが（山口マオ）

○　天草の霧（斉藤洋）

○　ゆかいな農場（マルセル・エーメ）

○　へんてこりんでステキなあいつ（那須正幹）

○　ピンクのチビチョーク（新藤悦子）

○　ノコ星ノコくん（寺村輝夫）

○　べべべんべんとう（さいとうしのぶ）

○　めざせ！キッズ・ライブラリアン

○　相撲のひみつ

ゴールデンウィーク期間中、中央図書館は

６日㈭のみ休館日となります。

その１

～2010年は国民読書年～
児童書のブックリストを作成しています
　当館では、本選びの参考に発達段階別に児童書の

ブックリストを作成しています。

・「絵本で子育て」…乳児向け

・「ねえよんで」　…幼児向け

・「いい本みつけた」…小学生向け

　　　　　　　　　（低・中・高学年別）

※「いい本みつけた」は毎年度作成

「いい本みつけた」（2010年版）から紹介

●低学年向け「リンゴちゃん」（角野栄子）

　ちっともかわいくないお人形のリンゴ

ちゃん。ほったらかしにされたリンゴちゃ

んはおこりだしてしまいました。

●中学年向け「ママがこわれた」（後藤みわこ）

　ママはロボットかもしれない。陸は家に

いなくなったママを探しにでかけます。

◆…一般書　○…児童書

包括支援センターだより
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が
、そ
の
年
齢
の
発
達
段
階
を
見
極
め
な
が
ら
、

無
理
な
く
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　

日
々
の
食
事
の
中
で
の
言
葉
が
け
や
、手
を
添

え
て
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、と
き
に
は
異

年
齢
で
食
事
を
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、体

の
大
き
い
子
が
小
さ
い
子
の
食
事
の
様
子
を
見

て
く
れ
た
り
、小
さ
い
子
が
大
き
い
子
の
ま
ね
を

し
た
り
と
、子
ど
も
同
士
で
気
付
き
合
い
、そ
れ

ぞ
れ
が
、自
分
の
食
事
作
法
を
見
直
す
と
い
っ
た

姿
も
見
ら
れ
ま
す
。食
材
の
発
見
、新
し
い
味
と

の
出
会
い
、み
ん
な
で
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
な

ど
を
経
験
し
な
が
ら「
食
事
の
楽
し
さ
」を
知
り
、

「
き
れ
い
な
食
事
作
法
」を
身
に
つ
け
て
心
身
と

も
に
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

食
育
だ
よ
り

　

「
食
育
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、荒
島
保
育
園
で
は「
食

事
」と「
食
べ
る
」こ
と
を
も
う
一
度
見
直
す
機
会

と
と
ら
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。食
べ
た
い
も

の
は
何
で
も
手
に
入
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

園
で
は
、市
の
栄
養
士
が
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

作
っ
た
献
立
を
基
に
調
理
師
が
食
べ
や
す
い
よ

う
に
料
理
し
、保
育
士
が
食
事
の
楽
し
さ
や
大
切

さ
を
教
え
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
使
っ

た
料
理
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、お
い
し

く
、楽
し
く
食
べ
て
く
れ
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

そ
し
て
、も
う
一
つ
、食
事
に
欠
か
せ
な
い
の
が

「
作
法
」で
す
。は
し
の
持
ち
方
や
器
の
並
べ
方
、

お
皿
は
持
っ
て
食
べ
る
、姿
勢
を
良
く
し
て
食
べ

る
、な
ど
た
く
さ
ん
の
食
事
の
作
法
が
あ
り
ま
す

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

「
早
寝
」「
早
起
き
」を
身
に
つ
け
よ
う
！

　

前
号
で
は
、朝
ご
飯
を
食
べ
る
た
め
に
も
早

寝
、
早
起
き
の
大
切
さ
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
今
号
は
、
早
寝
の
必
要
性
や
早
起
き
の
工

夫
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

多
く
の
家
庭
の
お
子
さ
ん
は
乳
児
期
か
ら

大
人
中
心
の
生
活
時
間
に
振
り
回
さ
れ
て
い

る
状
況
が
み
ら
れ
ま
す
。生
後
３
〜
４
か
月
を

過
ぎ
る
と
昼
間
は
起
き
て
夜
は
寝
る
と
い
う

睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
始
め
ま
す
。こ
れ

は
明
る
い
日
中
に
声
か
け
や
だ
っ
こ
な
ど
の

刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
自
然
に
生
活
リ
ズ
ム

が
つ
い
て
き
ま
す
。夜
は
音
や
照
明
を
お
と
し

て
、眠
り
に
入
り
や
す
い
環
境
を
整
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。よ
い
睡
眠
習
慣
は
自
然

に
身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
午
後
10
時
こ
ろ
か
ら
午

前
２
時
こ
ろ
に
出
ま
す
。３
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、３
か
月
後
に
は
２
倍
に

な
り
、
１
年
後
は
ほ
ぼ
３
倍
に
な
り
ま
す
。
寝

る
こ
と
が
成
長
に
大
事
な
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
抗

酸
化
作
用
が
あ
り
、酸
素
の
毒
か
ら
老
化
を
防

ぎ
、毎
日
体
内
で
作
ら
れ
る
ガ
ン
細
胞
を
壊
し

て
く
れ
ま
す
。さ
ら
に
早
熟（
初
潮
な
ど
）を
抑

え
、
体
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
て
い
ま

す
。メ
ラ
ト
ニ
ン
は
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
が

「
メ
ラ
ト
ニ
ン
シ
ャ
ワ
ー
」
と
い
わ
れ
る
く
ら

い
に
出
ま
す
の
で
、十
分
に
分
泌
さ
せ
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
早
く
寝
か
せ
る
こ
と
と
同

じ
く
ら
い
に
早
く
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

早
起
き
の
ポ
イ
ン
ト

・�

朝
、起
き
た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開
け
、陽
の
光
を

浴
び
る

・
朝
ご
飯
は
、ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

・
昼
寝
は
午
後
３
時
ま
で
に
す
ま
せ
る

・�

午
後
９
時
以
降
の
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
の
視
聴

や
ゲ
ー
ム
は
止
め
る

・�

心
地
よ
く
眠
り
に
つ
け
る
よ
う
寝
る
前
に
お

話
や
絵
本
な
ど
読
ん
で
聞
か
せ
る

・
暗
い
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
眠
る

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係



2010.5.1　　�4

Vol. ２　「エコドライブをはじめよう」eECOECO くらしくらし
エ コ

イー

カッコ
はじめよう ecology

  economy

CO2削減量は年間193㎏

ガソリン
１年間で
84ℓ節約

ガソリン代9,324円の節約

ふんわりアクセル
「eスタート」で

CO2削減量は年間53㎏

ガソリン
１年間で
23ℓ節約

ガソリン代2,553円の節約

タイヤの空気圧不足
（-0.5㎏/㎠）を
適正に調整すると

CO2削減量は年間108㎏

ガソリン
１年間で
47ℓ節約

ガソリン代5,217円の節約

10分間の
アイドリングをやめると

CO2削減量は年間5.8㎏

ガソリン
１年間で
2.5ℓ節約

ガソリン代278円の節約

不要な荷物（10㎏）を
おろす

●2,000ccオートマチック乗用車、年間の走行距離10,000㎞、燃費11.5㎞/ℓの場合
※ガソリン価格111円/ℓとして計算

●ガソリンの二酸化炭素排出係数2.3㎏・CO2/ℓとして計算

＜例えば、これだけ省エネ・家計の節約ができます＞

最初の５秒で
時速20キロが目安

無用なアイドリングは止めましょう！やさしい発進を心がけましょう
ふんわりアクセル『ｅスタート』 　エンジンを始動するときに必要な燃料はアイド

リング５秒分。５秒以上のアイドリングストップ
をすれば省エネになります。

　車は発進するときに多くの燃料を消費します。

　普通の発進より少し緩やかに発進するだけで燃費

が10％程度改善し、やさしいアクセル操作は安全運
転にもつながります。時間に余裕を持ってゆったり

した気分で運転しましょう。

大
滝　

早さ

苗な
え

さ
ん
︹
松
岡
︺

　
　
　

彩あ
き

羽は

ち
ゃ
ん
（
６
歳
）

　
　
　

颯ふ
う

羽と

ち
ゃ
ん
（
10
か
月
）

　６歳離れて産まれた弟を、と

てもかわいがってお世話してく

れるお姉ちゃん。弟もお姉ちゃ

んが大好きで仲良く遊んでいま

す。お姉ちゃんは１年生になる

のをとても楽しみにしていま

す。颯羽は食べることが大好き

で、「大きな赤ちゃんですね」と

よく言われます。２人とも、元気

で伸び伸びと育ってほしいと思

います。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち「わが家の宝」を紹介します。

わが家

宝

の

※出典：㈶省エネルギーセンター、環境省「地球温暖化パネル」（図）

今回は、
朝日地区だよ
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※３月11日から４月10日までの届け出です（敬称略）
※表示されている行政区は、実際登録されている町内会、集落です

人口と世帯数（4月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,723人（△108）　Å35,602人（△144）　�計68,325人（△252）　    22,797世帯（△32）

村上地区
渡 邉 隆 一	 78	 岩船下浜町
中 村 　 隆	 77	 山辺里
梅 田 　 平	 85	 岩船新田町
尾 𥔎 雄	 78	 片町
白 坂 昭 次	 82	 塩町
伊 藤 一 郎	 86	 浜新田
鈴 木 鎭 榮	 80	 山辺里
髙　木　ヨシ子	 76	 岩船岸見寺町
小 池 秀 幸	 45	 松山
堀 田 順 三	 89	 羽黒口
鷲 尾 新 一	 56	 若葉町
太 田 ス ガ	 86	 学校町
伊 藤 涼 子	 45	 緑町三丁目
三 浦 　 正	 68	 吉浦
渡 邉 コ ウ	 86	 山居町二丁目
木 村 幹 雄	 59	 上片町
長　　　シズ子	 73	 寺町
河 内 長 太	 89	 岩船上大町
小　竹　ヒデ子	 82	 久保多町
大　滝　太一郎	 45	 瀬波上町
田 中 ミ イ	 93	 久保多町
髙　坂　末太郎	 95	 岩船新田町
遠 山 達 雄	 80	 瀬波浜町
小野塚　喜代治	 85	 岩船下大町
吉 田 昭 平	 81	 寺町
内　山　マスミ	 90	 南町二丁目

村上地区

優大（ゆうだい）	 菅 井 　 淳	 山辺里
幹人（みきと）	 小 林 要 一	 塩町
花笑（はなえ）	 小 林 要 一	 塩町
そよ花（そよか）	 大 越 　 輝	 浜新田
直仁（なおひと）	 木 村 寛 俊	 松山
彩佳（あやか）	 藤 井 政 紀	 岩船上町
日晴（ひばり）	 天 井 秀 昭	 飯野三丁目
ひな	 加 藤 裕 樹	 山居町二丁目
誇虎（ことら）	 木 戸 康 貴	 杉原
千裕（ちひろ）	 小 野 裕 二	 山辺里
心音（ここね）	 加 治 喜 晃	 八日市
詩音（しおん）	 小 池 和 美	 肴町

荒川地区

智紘（ちひろ）	 田　島　永一郎	 下鍜冶屋
星八（せいや）	 橘 淳	 藤沢
伊吹（いぶき）	 相 馬 淳 司	 大津
晄史（こうし）	 福 井 克 也	 堤下団地
聖來（せいら）	 松 本 和 朗	 佐々木
颯太郎（そうたろう）	 森 　 憲 一	 梨木

神林地区

陸歩（りくと）	 小 田 佳 孝	 飯岡

朝日地区

未徠（みらい）	 宮 下 好 直	 中原
蒼佑（そうすけ）	 富 樫 博 明	 檜原
莉央（りお）	 飯 沼 建 治	 岩沢
真歩（まほ）	 柳 　 心 歩	 岩沢

中　山　源一郎	 77	 大須戸
小 田 三 郎	 69	 下新保
川　村　八宇子	 67	 鵜渡路
増 子 カ 子	 94	 板屋越
宇 鉄 末 廣	 84	 北大平
大 滝 キ サ	 85	 荒沢
丹 田 　 明	 85	 布部
丸 山 八 雄	 70	 小川
阿 部 敏 夫	 82	 釜杭
小　田　ヒデ子	 87	 薦川
鈴 木 セ ツ	 95	 中原
佐 藤 テ イ	 89	 塩野町

山北地区
本 間 和 子	 84	 温出
本 間 　 孝	 84	 桑川
富　樫　栄次郎	 89	 荒川
檜 山 與 一	 84	 府屋浜町
佐 藤 三 朗	 69	 大毎
深 澤 正 美	 79	 今川
本　間　シズイ	 94	 大谷沢
富　樫　アサノ	 83	 上大鳥
板 垣 隆 昭	 74	 府屋学校町
大 滝 俊 松	 81	 北中
佐 藤 ハ ツ	 87	 大毎
渡 邉 　 哲	 63	 府屋学校町
小 林 三 郎	 83	 府屋駅前通
冨 樫 春 子	 88	 府屋駅前通

荒川地区
佐 藤 壽 男	 79	 中倉
横 野 キ ク	 91	 海老江
川　村　健次郎	 93	 藤沢
小 川 　 晃	 56	 金屋
遠 山 昭 八	 76	 金屋
南　　　よ　し	 90	 切田
冨 樫 ハ ル	 90	 切田
髙 橋 榮 子	 65	 坂町
小 林 　 勇	 68	 山口
渡 邊 賢 二	 52	 切田

神林地区
木　村　清四郎	 90	 塩谷
小 川 　 敏	 76	 牧目
佐　藤　哲三郎	 77	 塩谷
渡 邊 　 裁	 92	 塩谷
田 中 金 吾	 76	 福田
平 山 和 弘	 51	 大塚
野 澤 チ イ	 94	 塩谷

朝日地区
佐 藤 　 𠮷	 90	 鵜渡路
板 垣 ア キ	 81	 荒沢
青 山 友 春	 83	 岩崩
鬼 原 三 榮	 74	 猿沢
小　田　よし子	 54	 笹平
和 田 雅 枝	 74	 中原
佐 藤 孝 吉	 91	 鵜渡路
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　４月９日㈮から15日㈭まで、神林地区の小学校１・２年生を対

象に交通安全教室が行われ、写真は９日に行われた砂山小学校の

様子です。

　この日は、はじめに交通安全指導員の大矢さんから「止まる場

所ではしっかり止まり、左右を良く確認してください」と話しが

ありました。その後、子どもたちは実際に信号機のある交差点で

指導員から教わったとおりに横断歩道を渡っていました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u新年度になって１か月。年度始めと

いうことで、新入生や新社会人は新

しい門出を迎え、なにかと慌しい毎

日を過ごしているのではないでしょ

うか。５月病にかからないように、リ

フレッシュしながら頑張っていただ

きたいと思います。今号で紹介した

「荒川いこいの家」の温泉もリフレッ

シュにお勧めですよ。誉○�

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

平
林
・
葛
籠
山
集
落
に
ま
た
が
っ
て
所
在
す
る
平

林
城
跡
は
、今
か
ら
４
０
０
〜
５
０
０
年
前
の
戦
国

時
代
の
城
跡
で
す
。
阿
賀
北
の
小
こ
い
ず
み
の
し
ょ
う
か
の
う

泉
荘
加
納
（
現
在

の
有
明
付
近
か
ら
南
の
神
林
地
区
と
粟
島
）を
お
さ

め
て
い
た
色い
ろ

部べ

氏
の
居
城
跡
で
、
慶
長
３
年

（
１
５
９
８
年
）
に
上
杉
景
勝
が
会
津
へ
国
替
え
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、色
部
氏
が
現
在
の
山
形
県
南

陽
市
に
移
り
廃
城
に
な
り
ま
し
た
。色
部
氏
は
上
杉

謙
信
や
上
杉
景
勝
方が
た

の
一
員
と
し
て
活
躍
し
た
武

将
で
、色
部
光
長
は
元
服
前
に
直
江
兼
続
の
後
見
を

受
け
、の
ち
に
兼
続
の
娘
と
結
婚
し
ま
し
た
。

　

城
跡
は「
居
館
部
」と「
山
城
部
」に
わ
か
れ
、居
館

部
の
一
番
奥
に
は
空
堀
と
土
塁
に
囲
ま
れ
た「
殿
屋

敷
」と
い
う
色
部
氏
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
伝
承
さ
れ

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。居
館
部
の
背
後
に
は
山
城
が

控
え
、頂
上
か
ら
は
村
上
城
跡
や
胎
内
市
ま
で
一
望

で
き
ま
す
。

　

ふ
も
と
か
ら
頂
上
ま
で
40
分
ほ
ど
で
す
の
で
、ぜ

ひ
平
林
城
跡
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、戦
国
時
代

の
武
将
が
見
た
風
景
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

文
化
行
政
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
　

☎
72
‐
６
８
８
８

至
胎
内
市

至
鶴
岡
市

平林城跡
7

●平林小学校

葛籠山●
ふれあいセンター　

殿屋敷入り口

平林城跡・入り口


